ハイブリッド形構成に基づく高昇圧比 DC-DC コンバータにおける回路部品の最適化に関する研究 by PONNIRAN ASMARASHID BIN
（様式４）                             （ Ａ４判 ）
 別 紙 ２ 
          論文審査の結果の要旨 
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本論文は、「ハイブリッド形構成に基づく高昇圧比 DC-DC コンバータにおける回路部品の




になっており、特に高昇圧比 DC-DC コンバータの高効率化が重要であることを示した。 











第 4 章では、小容量のフライングキャパシタを用いたフライングキャパシタ形昇圧 DC-DC コ
ンバータについて、マルチレベル化により入力リアクトルの端子電圧および負荷電流の高調波
ひずみを低減できることを実機実験により確認した。最後に、3 レベルと 5 レベルのフライン
グキャパシタ形昇圧DC-DCコンバータの最大効率がそれぞれ98.5%と97.8%となることを実機
実験により確認した。 





減できることを確認した。最後に、実機実験により 3 段構成の提案回路で最高効率が 94.5%で
あることを確認した。 
 最後に第 6 章では、提案手法の有用性をまとめ、今後の展望や課題について言及した。 
 以上のように、ハイブリッド形構成に基づく DC-DC コンバータをマルチレベルおよび多段
形構成にすることで、受動部品の最適化および高昇圧比を実現できることを示した。提案手法
を用いることで、高昇圧比 DC-DC コンバータの普及および用途拡大が期待できる。 
 よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文とし
て十分な価値を有するものと認める。 
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